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 キリバス・アロラエ島の航海石調査：再評価 















 　本稿はミクロネシアキリバス（Kilibati）共和国にある通称・航海石（te atibu borau＝航海の石）
の調査報告である。キリバス共和国は太平洋上に位置するギルバート諸島，フェニックス諸島，そ
してライン諸島の一部を領土とする国家で，イギリス連邦加盟国である。キリバスは 33の環礁か




ネシアの影響もあるといわれる島である（Fig. 1: a）。 
 　件の石群はアロラエ島北西端に置かれた一連の石である（Fig. 1: b; Fig. 2）。この石群には現地在
中の統治官であった H. E. モード（Maude）が 1933年に最初に注目しスケッチを残した。モード
はのちにオーストラリア国立大学で太平洋史の第一人者になった人物である。その後 E. V. ワード
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（Ward）船長が 1946年に全体の分布図を書いたが，手記は出版はされなかった。太平洋の伝統航
海術研究で著名な D. ルイスはワードから手記を入手して考察を行っている（Lewis 1994 ［1972］）。 















中において航海に必要な知識を習ったという（Fig. 3: a）。 
 　彼らは中央の柱の根元に座って東側の天井を見て星の動きを習った（Grimble 1972: 215）。まず
夜の空を大きな天井と考える（Fig. 3: b）。それは一般的に天を意味する karawaではなく，uma ni 
borau，つまり「航海の屋根」とも呼ばれる。東の地平線は te tatanga ni manikuすなわち「東の屋
根板」，西は te tatanga ni maeaoすなわち「西の屋根板」と表現される。子午線は te taubuki，すな
わち「屋根の梁材」（ridge pole）と呼ばれる。 











 　東半分（東側の下半分と西側の上半分）は te marena ni bong，「日の間隙」あるいは「季節の間





marena ni bognはその下の横木に属し，一方，上半分は nikaneveでその上にある横木に属す。こ
れから星が地平線から子午線にいたるさまざまな段階が規定される。 



































険は少ない（Grimble 1972: 221）。 
 3．航海石の調査 










 Bの真方位は 305°で 86マイル離れたオノトア（Onotoa）島を指す（Fig. 7）。 
 Cと Dの真方位はともに 273°であり 52マイル離れたタマナ（Tamana）島を指す。 
 Fと Gのペアは真方位 286°で同じくタマナを指す。 
 Hと Iのペアは真方位は 345°で 74マイル離れたニクナウ島を指す。 














（a）：石 A，（b）：石 B，（c）：石 C，（d）：石 D，（e）：石 E，（f）：石 F & G，（g）：石 H & I
（2016年 8月　筆者撮影）
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 3 ― 2．ワードおよびルイスの再分析 























atibu ni kamamate（死の石）と呼ばれていた。それはアロラエからニクナウに直行すると rin teaira
と呼ばれるやっかいな潮流に巻き込まれてカヌーが制御を失うことがあり，まずニクナウの西の方
を目指して進み，潮流を抜けたら東に進路を変える必要があるからだという（Lewis 1994: 366）。 






海路は放棄されていたのではないか，とも推測してる（Lewis 1994: 367 ― 368）。 
 4．航海石の再分析 
 4 ― 1．分析の経緯 
 　われわれは 2016年の 8月にアロラエ島を訪れ，GPSを用いてこの航海石の再調査を行った。そ
の結果，ルイスが示したワードの分布図（Lewis 1994：Fig. 67），およびヒルダーの分布図（Hilder 
















石 Hilder 西方方位 東方方位
A 234 54
B 306 300 120
C 273 269 89
D 273 237 93
E 218 38
FG 286 274～ 284  94～ 104









 　また表 2には，各星に関して，その星が西の空に降りてきて仰角 60°から 0°（＝没入地点）になっ
たときの方位を示してある。表の空白の部分はその星が最高の仰角，すなわち南中した時点でその
空白の部分の仰角には到達しないために生じたものである。たとえばケンタウルスのα星の南中時
仰角は 32.2°なので 40°以上の仰角での方位角は示せないのである。しかし実際は仰角 30°以上のと
きには方位の目印にしづらい，という航海者からの経験上の情報があるので，仰角 30°以上の方位
角は分析では対象としていない。 












 4 ― 2．分析結果 
 　単独の石ではどこに視線を向けるかは調査者によっても違うし，その範囲の特定の恣意的になり
うるので，より確実なペアの石から見える範囲を推測した。 
 　石ペア F・Gに関しては実際の観察から約 10°の幅をもたせ，西方を見ると現状では方位角
274～ 284°の間の星を観察できる。そしてわれわれの計測データでは F・Gペアの視界の間にタマ
ナ島は収まる。 
 　方位的に見るとプロキオン（Fig. 12: p），ベテルギウス（Fig. 12: q），アルタイル（Fig. 12: r），
レグルス（Fig. 12: s）などの西方没入点がこの間に収まる。ワードはアルクトゥールス（Fig. 12: u）
もこのペアからタマナに行くときに観察されると推測しているが（Lewis 1994: 367），われわれの
計測データではアルクトゥールスは没入地点で視野から外れる。 
 　グリンブルの民族誌ではベテルギウスやオリオンズベルト（三ツ星の一つミンタカ：Fig. 12: o）
は航海用の星とされる（Grimble 1972: 241）。アルタイルもミクロネシア一般にもっとも重要な航



































α Cent（ケンタウルス座） 150.6 209.4 208.8 204.5 191.9 32.2 －60.37 14h36m a
β Cent（ケンタウルス座） 150.1 209.9 209.4 205.2 193.4 32.7 －60.7 14h00m b
Crux（南十字座） 149.3 210.7 210.2 206.1 195.3 33.5 －59.24 12h13m c
Achernar（エリダヌス座） 147.9 212.1 211.6 207.8 198.0 34.9 －57.29 01h35m d
Canopus（竜骨座） 142.8 217.2 216.8 213.8 206.7 180.0 40.0 －52.4 06h22m e
Salgaz（蠍座） 133.0 227.0 226.8 224.8 220.4 211.6 49.7 －42.6 17h33m f
Shaula（蠍座） 127.1 232.9 232.8 231.3 227.9 221.6 207.8 55.6 －37.04 17h30m g
Kaus Australis（射手座） 124.5 235.5 235.5 234.2 231.1 225.5 214.4 58.2 －34.24 18h20m h
Formalhaut（南魚座） 120.2 239.8 239.8 238.7 236.3 231.9 223.3 202.2 62.5 －29.53 22h54m i
Nunki（射手） 116.5 243.5 243.6 242.8 240.8 237.1 230.3 215.7 66.2 －26.21 18h53m j
Antares（蠍座） 116.3 243.7 243.8 243.0 241.0 237.5 230.6 216.3 66.4 －26.19 16h26m k
Sirius（大犬座） 106.6 253.4 253.6 253.3 252.3 250.4 247.4 240.3 76.0 －16.4 06h45m l
Spica（乙女座） 100.7 259.3 259.6 259.6 259.2 258.3 256.5 253.0 82.0 －10.54 13h22m m
Rigel（オリオン座） 98.4 261.6 262.0 262.1 261.8 261.3 260.0 257.8 84.3 －8.15 05h12m n
Mintaka（オリオン座） 90.4 269.6 270.2 270.5 271.1 271.7 272.5 273.7 87.7 －0.2 05h29m o
Procyon（子犬座） 84.5 275.5 276.0 276.7 277.8 279.3 281.7 285.7 81.9 5.22 07h36m p
Betelgeuse（オリオン座） 82.7 277.3 279.0 280.1 280.1 281.9 284.8 289.6 80.0 7.23 05h52m q
Altair（鷲座） 81.4 278.6 279.2 280.1 281.5 283.5 286.6 292.1 78.8 8.43 19h48m r
Regulus（獅子座） 77.5 282.5 283.1 284.3 286.0 288.5 293.1 301.0 74.9 12.1 10h05m s
Aldebaran（牡牛座） 73.7 286.3 287.0 288.4 290.5 294.0 299.4 310.1 71.1 16.26 04h33m t
Aructrus（牛飼座） 70.3 289.7 290.5 292.0 294.6 298.7 305.7 318.7 67.8 19.28 14h13m u
Pleiades（牡牛座） 66.2 293.8 294.7 296.5 299.4 304.4 313.0 354.0 60.2 23.6 03h44m v
Alphecca（冠座） 63.0 297.0 298.1 300.1 303.6 309.4 320.0 　 58.9 28.2 15h44m w
Pollux（双子座） 61.8 298.2 299.3 301.4 305.1 311.3 322.6  79.5 27.4 07h42m x
Castor（双子座） 58.0 302.0 303.0 305.8 310.0 317.3 332.4  58.9 31.2 07h30k y
Vega（琴座） 51.3 308.7 310.1 312.9 318.5 328.9 360.4 48.7 38.4 18h35m z
Deneb（白鳥座） 45.0 315.0 316.6 320.4 327.4 344.2 360.2 42.4 45.06 20h39m a1
Capella（御者座） 44.0 316.0 317.5 321.0 329.0 347.7  41.5 45.6 05h12m b1
Schnefar（カシオペア座） 34.0 326.0 328.1 334.0 350.0 31.4 56.1 00h33m c1
Dubhe（大熊座） 28.0 332.0 335.0 343.0 25.1 62.0 11h00m d1














は明け方に昇るシリウス（東水平線方位 106°に出現：西方没入方位は Fig. 12: l）も使えるかもし









りゅう座やおおぐま座（Fig. 12: d1），こぐま座（Fig. 12: e1）あるいはカシオペア（Fig. 112: c1）
がこの石の間を通り過ぎるときの星座の角度を参照すれば方位の手がかりになるかもしれない。 
 　次は単独の石について分析した結果である。まず石 Bの西方方位は 300°でオノトア（Onotoa）
環礁の方位を向いているように見える。その方位の星を考えるとポルックスの西方没入方位は




方没入方位は Fig. 11 ― i）あたりを目指すことになるだろう。 
 　それ以外の石は具体的に特定の島と関係づけることは現時点では困難であった。あくまで可能性
として，民族誌に示される季節や暦との関係はないか分析したのが以下である。 
 　Aと Bの東西方向の延長線を仮に交差させると，その範囲に 6月至と 12月至，約 18年サイク
ルの月の極大極小点，宵の明星の見える方位が収まる。太陽の 6月至（アロラエは南半球なので冬至）
と 12月至（アロラエの夏至）の日の出と日の入りの方位は一年を分けるための 2つの星座，プレ
アデス（西方没入方位は Fig. 12: v）とアンタレス（西方没入方位は Fig. 12: k）の出現あるいは没
入方位の範囲が収まる。このように天空でもっとも明るい天体（太陽，月，金星）の出没の幅と季
節を二分する天体の出没の幅がすべて収まる。 
 　西のタマナを指すとされた石 C（89° ― 269°）と D（93° ― 273°）であるが，われわれの計測地では
タマナの南方海域にずれる。単独の石なので誤差を考え，ほぼ東西を指しているとすると春分・秋
分と関係するかもしれない。あるいはこの地点における太陽の天頂通過日における日の出と日の入
り（3月 13日で 93° ― 267°）と（10月 2日で 94° ― 266°）と何らかの関係があるかもしれない。 
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